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The hislory′  ouャline oftlhe bOsic lechnology′  ond ihe mo10r COnlemploled uses of
AEC's Plowshore proiecl ore described  The or!icle poinis ou十  :he moior sofely problems

involved′  such os lhe lrilium level in recovered ncIluro1 9os (meosuremenis by LRL of lhe

Cosbuggy experimenl}′  Ond Oc,vly releose from nuc ecr excovolon (proleCI SEDAN
dolo}.   Dravving informolion mosly from pub‖ cly ovoilobi9 dol。′ the orlic19 conCiSely
oullines this newly emerging technology′  ils scope ond ils economics   The reoson for the

sudden increcsed of pubic inleresl in this subleCt iS oscribed lo lhe recenl inlernoナ ionol

discussions on ihe free cccess to lhis lechnology′  which hOs nn。 ‖y culminoled in ihe
Arlicle V of lhe Non ProliferOliOn Treoly.
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核爆発の平和利用という命題がとり上げられるよう

になったのは1963年頃からである。いわゆる軍事科学

の波及効果 (Spin O∬ )と いうことがアメリカでやかま

しくいわれるようになり,原子力の分野では,発電や
アイソトープ利用と並んで,核兵器そのものの利用法

を開発できないだろうかという考えが生まれるように

なった。「きれいな水爆」といわれる,核分裂生成物質
が少量しか付随しない核融合兵器が登場したことも大

きな理由となっている。

この年からアメリカ原子力委員会はPlowshare計 画

と名づけて予算をとり,主 として Rivermoreの LRL

(Lawrence RadlatiOn LabOratory)を 中,いに開発に手掛

けるようになった。もちろん,それまで地下で核兵器

実験を行なって来た実績がものをいっているわけであ

る。しかし,何 といっても,核兵器の平和利用という
のは,話題としてあまりにも生々しいものであるだけ
に, どちらかというとアメリカが「いtヽわけJの手段と

して始めた仕事と受け取られ勝ちで,積極的な将来性

を持つ技術にまで発展するものとして考えられていな

かったように見受けられる。

このような事態を変えるような要因が最近になって

いくつか発生 した。

第 1表 U S AECの プラウシェア予算

会 計 年 度 単位千 ドル

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

9,536

12,491

10,678

14,605

15,700

19,500

17.000

(1)核拡散防止条約の論議を通じて核爆発の平和利

用の技術的将来性がクローズアップされ,遂には

条約第 5条の中で正式に認識されるようになっ

プt。

② コンパクトな形から極めて多量なエネルギ=を
リリースすることができ, しかもエネルギー価格

が極めて安価であるという事実が一般に強調され

るようになった。

(3)1967年秋アメリカで行われた「ガスバギー計画J

の実験がおおむね成功であり,かつ′心配されたト

リチウムの検出レベルがかなり低そうだという結
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